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Ⅰ．はじめに

　コンテナ苗を利用した一貫作業システム（森林総合研究所九州
支所，2013）は，通年で伐採と再造林を同時に行う車両系林業機
械を主とした作業システムで，再造林コストを削減できる施業と
して国有林を中心に普及が拡大している。コンテナ苗を通年で植
栽するためには，1年を通してコンテナ苗を安定的に供給する必
要がある。しかし，現時点でそれを可能とする生産サイクルは確
立されていないのが現状である。
　九州地方ではスギのさし木による造林が古くから行われており
（宮島，1989），そのさし付けの適期は春期と秋期とされている
（森下・大山，1972）。著者はコンテナ苗の生産サイクルを検討す
る中で，スギ在来品種を時期別にさし付け，12ヶ月後の発根率を
明らかにした（佐藤，2016）。スギを時期別にさし付けた場合，5
～8月，および 12 月で発根率の低下が確認された。発根率が低
下した主な要因として，穂木の腐敗に対する抵抗力の低下とさし
付け時の気温の影響が考えられた。これらの時期にさし付けを行
う場合は，発根率を向上させる方法を検討する必要がある。クロ
マツでは穂木を低温貯蔵することで発根率が向上することが報告
されている（山田ほか，2007）。スギにおいても過去にいくつか
穂木の貯蔵方法について研究が行われているが（菊池，1950；田
淵・藤澤，1999），低温貯蔵による影響について調べられた事例
は少ない（桑野ほか，1963）。また，穂木の低温貯蔵と採穂時期
がスギさし木の発根に与える影響を同時に調べた事例はない。　
　本研究では，時期別に採穂したスギ在来品種の穂木を用いて，
低温貯蔵後のさし付け発根率を調査し，穂木の低温貯蔵と採穂時
期がさし木発根性に与える影響について検討した。

Ⅱ．材料と方法

　2014 年 11 月から 2015 年 9 月の毎月 20 日頃に，大分県が造林

を推奨しているスギ在来品種シャカイン，タノアカ，ヤマグチの
5～ 6年生母樹から普通枝または萌芽枝を 30 本ずつ採穂した。
採穂した穂木はポリ袋で包み，貯蔵期間中は切り口が下になるよ
うに段ボール箱に梱包した。穂木を梱包した段ボール箱は，大分
県日田市内の苗木生産者が所有する冷蔵施設（設定温度：4℃）
に保存した。スギのさし付け適期とされる 4月と 10 月に低温貯
蔵した穂木を取り出し，さし付けを行った。各月の採穂日とさし
付け日を表－ 1に示す。対照として 4月と 10 月にそれぞれ採穂
後に低温貯蔵を行わない試験区を設けた。冷蔵施設から取り出し
た穂木は，一晩吸水させてから，穂の長さを 25 cmに切り揃えて，
枝葉の調製と楕円切り返しによる処理を行い，切り口を IBA液
剤 0 . 4 ％（商品名：オキシベロン液剤，バイエルクロップサイ
エンス（株））に数秒間浸漬した後，用土を充填したマルチキャ
ビティコンテナ（JFA‒150）にさし付けた。用土は，バーク（ス
ギ・ヒノキの粉砕樹皮）とバーミキュライトを 7：3で配合した
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表－1．採穂とさし付け時期

試験区 採穂日 さし付け日 発根確認日 貯蔵期間
2014年11月 11月20日

2015年4月28日 2016年4月21日

5ヶ月
2014年12月 12月18日 4ヶ月
2015年1月 1月20日 3ヶ月
2015年2月 2月23日 2ヶ月
2015年3月 3月24日 1ヶ月
2015年4月

（コントロール）4月27日 －

2015年5月 5月26日

2015年10月21日 2016年10月21日

5ヶ月
2015年6月 6月22日 4ヶ月
2015年7月 7月23日 3ヶ月
2015年8月 8月27日 2ヶ月
2015年9月 9月24日 1ヶ月
2015年10月
（コントロール）10月20日 －
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ものを用いた。1つのコンテナに各品種を 10 本ずつ，試験区あ
たりでは 3つのコンテナにさし付けた。さし付けた苗木は大分県
農林水産研究指導センター林業研究部内のガラス室で育苗した。
灌水は 1日 5回，１回あたり１分間のミスト灌水と手撒きにより
行い，凍結の恐れがある時期は灌水を省略した。さし付けてから
約 12ヶ月経過後にコンテナ底面を目視，または慎重に抜き取っ
て発根の有無を確認し，品種毎の発根率を算出した。

Ⅲ．結果と考察

　各試験区の発根率を図－ 1に示す。2015 年 4 月にさし付けた
各品種の発根率（平均±標準偏差）はシャカイン 98 . 3 ± 1 . 7 ％，
タノアカ 97 . 8 ± 3 . 7 ％，ヤマグチ 98 . 3 ± 2 . 5 ％であり，全体
は 98 . 1 ± 2 . 7 ％であった。各試験区の発根率は 2015 年 4 月区
（コントロール）と同等の値を示した（図－ 1上）。一方，2015
年 10 月にさし付けた各品種の発根率（平均±標準偏差）はシャ
カイン 59 . 1 ± 33 . 3 ％，タノアカ 77 . 2 ± 18 . 2 ％，ヤマグチ
77 . 8 ± 21 . 2 ％，全体 71 . 4 ± 26 . 5 ％であった。各試験区の発
根率は 2015 年 10 月区（コントロール）と同等か，または小さな
値を示した（図－ 1下）。今回の試験では，2015 年 5 月区のシャ
カインを除いた全ての試験区で低温貯蔵した穂木からの発根が確
認できた。発根が確認できなかった個体は，2015 年 9 月区のシャ
カインの 2個体を除き，育苗期間中に全て枯死した。枯死状況か
ら特異的な虫害等が発生した形跡は見つからず，枯死の大きな要
因は腐敗と考えられた。
　11 月から 3月の成長休止期に採穂した穂木が 5月から 9月の
成長期に採穂した穂木より高い発根率を示した。低温貯蔵した穂
木を取り出した際に，一部の穂木で枝葉の変色が確認された。枝
葉の変色は 11 月から 3月の成長休止期より 5月から 9月の成長
期に採穂した穂木で進んでいた。木本類のさし木の腐敗は採穂時
期における親木の活動状態と密接な関係があり，新芽の成長開始
期に入るときわめて腐敗に対する抵抗力が弱まる（森下・大山，
1972）。また，腐敗の原因となる病原菌には低温環境でも生存す
るものが知られている（森下・大山，1972）。今回の試験から，
低温貯蔵中も穂木は腐敗の影響を受けると考えられ，その影響は
新芽や新葉など侵犯しやすい部位を含む成長期の穂木で大きいと
考えられた。
　佐藤（2016）が行ったさし付け時期別発根試験の 11 月から 3
月までの結果では，シャカインとヤマグチは 12 月で発根率が低
下している。今回の試験結果では，12 月に採穂して低温貯蔵し
た穂木の発根率は高かった。12 月に採穂した穂木は，潜在的に
高い発根能力を有するが，厳冬期の 12 月はさし付け環境として
条件が悪いと考えられる。11 月から 3月までに採穂して低温貯
蔵した穂木の発根率は，さし付け時期別発根試験（佐藤，2016）
の結果と比較して，同等か，または大きな値を示している。これ
らの時期の穂木は潜在的に高い発根能力を有しており，その発根
能力は低温貯蔵で損なわれる可能性は低いと考えられた。発根率
が向上した要因としては，低温貯蔵が穂木の発根能力を向上させ
たことや，さし付け時の気温上昇によりさし付け環境が改善され
たこと等が考えられる。
　一方，5月から 9月までに採穂した穂木について，今回の試験

結果とさし付け時期別発根試験（佐藤，2016）の結果を比較した
場合，8月に採穂して低温貯蔵した穂木はさし付け時期別発根試
験の結果を上回る値を示し，その他の月は下回った。現時点でこ
れらの原因を明確にすることは困難であるが，穂木の発根能力，
穂木の腐敗に対する抵抗力，さし付け時の気温等の影響および低
温貯蔵による穂木への影響等が関係すると考えられる。これらに
ついては詳細な試験研究により，さらなる知見が明らかにされる
ことを期待する。また，2015 年 9 月区の１つのコンテナでは，
発根後に水分ストレスにより枯死する個体が確認されており，灌
水方法が同試験区の結果に影響を及ぼした可能性を否定できない。
　今回の試験では，時期別に採穂したスギ在来品種の穂木を用い
て，低温貯蔵後のさし木発根率を調査した。11 月から 3月に採
穂した穂木は潜在的に高い発根能力を有しており，低温貯蔵によ
りその発根能力が損なわれる可能性は低いと考えられた。スギコ
ンテナ苗の安定した供給体制の確立を検討する中で，スギ穂木の
低温貯蔵が一定期間，可能であることがわかり，作業時期の分散
において有効な方法であると考えられた。また，通年さし付けに
穂木の低温貯蔵を適宜，組み合わせることで，全体の発根率向上
に寄与できる可能性が示唆された。今後，低温貯蔵による発根性
への影響や低温貯蔵の方法（温度，期間など）について，さらに
検討する必要がある。
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